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第 4回学校説明会 ⑧第 4回学校説明会 ⑧

『高校生チューター制度』について その4

本の説明文、3度目の紹介です。

「子ども自らが「絆づくり」を進める場として学校を再生していくための
具体的プログラム。体験活動を通して社会性発達の核となる「自己有用感」
を獲得させていくために、教職員はどのような環境や機会を整えていけばよ
いのかを、具体例によって解説。「治療的発想」から「教育（学習支援）的
発想」に意識を切り替え、教職員が協力して「学校づくり」に取り組む際に
求められる原則とアイデアを満載。」

体験活動を通して社会性発達の核となる「自己有用感」
このことが、ピア・サポートの理念です。
年齢差を活かした『お世話活動』を通して、自己有用感を醸成

することを最重要の目的としたプログラムなのです。

高校生チューター制度には、2つの大きな柱があります。
自己有用感の醸成が、2つの柱のうちの1つになっているのです。
高校生チューター制度の導入によって、とっても忙しくなる人

が出てくるかもしれません。
いいえ、間違いなく出てきます。
それが、いいんです。
それが、チューターを成長させるのです。
チューターが、自分自身と向き合うことになります。
何のためという問いが、「生きるとは」という問いにまで昇華

できるかもしれません。それを、社会人になってからではなく、
高校生の時に体験できるかもしれないのです。
そして、そんな先輩たちの輝いている姿を、中学生が直に見つ

めることができるのです。そして、その中学生は、この学び舎で
今度は、自分がチューターになるのです。

SGコースの生徒の生徒が中心となると書きましたが、全高校
生が、中学生のチューターとして生活する学校になります。
明日に、つなげます。
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